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　約３haの畑でジュース用トマトを栽培する宮川
農園さん（野田沢）。
　８月６日から収穫が始まり８月24日まで収穫作業
が行われました。
　この期間で収穫されたトマトは９月下旬頃には
「栄村トマトジュース」として物産館またたびなど
で販売される予定です。ぜひご賞味ください。

～ジュース用トマトの収穫～
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（2）広 報 さ か え令和２年９月１日

百合居地区堤防について
　昨年の台風１９号豪
雨で千曲川の増水及
び越水等により、村
内の百合居地区の住
宅等の建物、農地等
が被害を受けました。
　また、長野県の千
曲川沿いでは東信の
小海町から下流のほ
とんどの市町村で、
堤防・護岸・橋梁等
の決壊があり、住民
の方々の生命と財産
に甚大な被害を及ぼしました。
　これをうけて、国土交通省・長野県・関係市町村で構成する「信濃川水系緊急治水対策会議（千
曲川）」は「信濃川水系緊急治水対策プロジェクト」を立ち上げました。
　その概要は、
　①　被害の軽減に向けた治水対策の推進（河川における対策）
　②　地域が連携した浸水被害軽減対策の推進（流域における対策）
　③　減災に向けた更なる取組の推進（まちづくり・ソフト施策）
　この３つのプロジェクトを柱に治水対策を取り組んでいくものです。
　このプロジェクトにおける村関係の事業としては、長野県による千曲川堤防の整備となります。
　具体的には、箕作～月岡間の堤防整備及び百合居橋の架替工事が、河川災害復旧助成事業で行
われます。本年度に詳細な設計等を行うため、北信建設事務所で調査測量設計業務を５件発注し
ています。
　事業期間は、明確には決定していませんが、事業の決定は大きな進展だと思います。
　また過日、日隠橋下流から小滝集落間の千曲川に堆積している土砂を除去する工事が長野県か
ら発注されました。これにより洪水が流れる面積が大きくなりますので、台風や豪雨の際に百合
居地区での洪水位を下げる効果が期待されます。
　また村では、千曲川の堤防整備等に関する要望を、国会議員・国土交通省・財務省・長野県建
設部等へ行ってきています。
【千曲川信濃川（飯山～中里間）直轄編入連絡協議会】　
　令和２年８月６日　飯山市にて、新潟・長野両県議及び新潟・長野両県へ要望
【北陸直轄河川治水期成同盟会連合会】
　令和２年は役員のみで、国会議員・国土交通省・財務省へ要望
【北信地域千曲川等改修促進期成同盟会】
　令和２年７月１日　国土交通省千曲川河川事務所長へ要望
　　　　　７月１０日　国土交通省北陸地方整備局長へ要望
　　　　　８月５日　長野県建設部長へ要望

▲月岡地区にて越水（写真：村民提供）

今後も早期完了に向けて積極的に要望活動を続けて参ります。

【問合せ先】栄村役場　産業建設課� ☎0269-87-3113

住民の生命・財産を守るために
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　これから秋にかけては、台風や前線の影響で大雨による自然災害が発生しやすい時期となります。
　気象庁が発表する防災気象情報に注意して早めの防災対策を行うとともに、村から避難情報が発
令された場合は地域の皆さんで声をかけあい、安全・確実に避難しましょう。

～早めの防災対策・避難行動を行いましょう！～

●災害時の警戒レベルについて

警戒レベル 避難行動の具体例 避難情報等

５ 既に災害が発生している状況。命を守るための最善の行動を！ 災害発生情報

４ 速やかに村が指定する避難場所へ全員が避難する。
避難所までの避難が危険な場合は、近くの安全な施設に避難する。

避難勧告
避難指示（緊急）

3
高齢者、障がい者、乳幼児等とその支援者は避難。その他の人は避難
の準備を整える。

（例）安全な場所に住んでいる親戚や友人宅へ避難。

避難準備・
高齢者等避難開始

※様々な情報をもとに避難情報を発令するため、避難勧告（警戒レベル4）等のタイミングは降雨の状況、水位の
動向などにより異なります。

警戒レベル４で全員避難
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安全な場所へ
避難

（市町村が発令）

避難に時間を
要する人は避難
（市町村が発令）

避難行動の
確認

（気象庁が発表）

心構えを
高める

（気象庁が発表）

警戒レベルは、水害や土砂災害に備え
て住民がとるべき行動をお知らせする
ために５段階にレベル分けしたもの
で、市区町村が避難情報と合わせて出
す情報です。



（4）広 報 さ か え令和２年９月１日
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○災害時に開設する避難所について

　災害規模や発生場所により以下の指定避難所を開設します。
　なお、避難の際は、新型コロナウイルス感染症の感染防止対策として、マスク等の持参をお
願いします。

○避難所用品の整備を進めています。

　長野県北部地震・令和元年度東日本台風災害の経験、そして新型コロナウイルス感染症対策
等を踏まえ、災害時の避難所用品の整備を順次行っています。

　なお、上記の整備物品は一例であり、簡易ベッド等の感染症対策品の整備も計画的に進めて
いきます。

No. 施　　設　　名 Ａ Ｅ Ｄ 備蓄食料 簡易トイレ

１ 青 倉 公 民 館 ●

２ 森 公 民 館

３ 栄 村 役 場 ●

４ 栄 中 学 校 ● ● ●

５ 箕 作 公 民 館 ●

６ 栄 小 学 校 ● ● ●

７ 東 部 社 会 体 育 館

８ 北 野 天 満 温 泉 ●

９ 栄村高齢者生きがいセンター

10 秋 山 支 所 ● ● ●

11 旧 秋 山 小 学 校 ● ● ●

※●印は整備済

簡易仕切り 災害用簡易トイレ手洗い洗剤・手指消毒液 非常時食料・長期保存水

①川の防災情報②川の水位情報
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栄村新型コロナウイルス対策本部からのお知らせ
R2.8.26時点

　村民の皆様には、日々の生活の中で、感染予防の取組を実践いただきありがとうございます。
　長野県においては、「新型コロナウイルス注意報」が依然として発令中であることにご注意い
ただき、感染防止策へのご協力を引き続きお願いします。

感染症対策の具体的な行動

①小まめな手洗いを行いましょう！

　手洗いは30秒程度かけ、水と石鹸で丁寧に！

②外出時はマスクを着用しましょう！

・県外からの帰省についてはご家族と相談し、
慎重に対応して下さい。

④県民手帳をご活用ください！

・先月の広報の配布に合わせ、各世帯に長野県
民手帳を配布しました。感染対策について具
体的な方法が書かれています。また、体調や
行動の記録ができますので、ご自身や家族の
体調管理の参考にご活用ください。

⑤事業者の感染防止対策にご協力下さい！

・村内の事業所も様々な対策を行っています。
　来店の際は、ご協力をお願いします。

③感染者が多数発生している地域との往
　来に当たっては十分ご注意ください！

【写真】道の駅エリアでは店舗入口に体温検知カ
メラやアルコール消毒液を設置しています。

【北信保健所　有症状者相談窓口】
〈電話〉0269-62-6104（24時間対応）　〈FAX〉0269-62-6036

【暮らしと健康の相談窓口】栄村役場　民生課　健康支援係内
〈電話〉0269-87-3020（土日・祝日も可）

発熱等の症状があり、心配な時は速やかにご相談ください
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　新型コロナウイルス感染症の影響を受け、国の持続化給付金の対象とならない商工業者を対象に、村独自の給付金を
支給します。

１　給付対象者

２　給付金支給額

３　申請方法
　以下の必要書類をそろえ、申請先まで持参ください。
　□ 交付申請書（様式１号）
　□ ２０１９年分の事業収入が分かる確定申告書等の写し（商工会等の確認印があるもの）
  　 【個人事業主】所得税の確定申告書第１表、所得税青色申告決算書または収支内訳書
   　【法　　　人】 法人税の確定申告書の別表１、法人事業概況説明書
　□ 売上が減少した月と昨年同月の売上金額を比較できる書類（月毎売上台帳、帳簿等）
　□ その他村長が必要と認める書類

４　申請期限 　令和２年10月30日㈮まで

５　問合せ・申請先
   栄村役場商工観光課企業係（さかえ倶楽部スキー場内）　☎0269－87－3355（fax 0269－87－2280） 
　申請書様式、交付要領については栄村ＨＰをご確認ください。

栄村商工事業者事業持続化給付金

□ 中小企業基本法に規定する中小企業者のうち商工業に該当する法人又は個人事業主
□ 村内において６ヶ月以上の事業実態がある事業所を有していること。
□ 新型コロナウイルスの影響により、令和２年３月～６月の間で前年同月比30％以上売上が減少している月
　 のある事業者
□ 今後も事業継続の意思があり、国の持続化給付金の対象とならない事業者
□ 村税や使用料等の滞納がないこと。
□ その他対象者外の要件でないこと。
□ その他交付要件の判断については国の持続化給付金要綱に準ずる。

（平成31年３月～令和元年６月の４ヶ月間の売上合計額）－（令和２年３月～令和２年６月の４ヶ
月間の売上合計額） 円で

上 限 個人事業主　250,000円   法人　500,000円
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　本年は５年に一度の国勢調査の年です。調査の意義と重要性をご理解いただき、
回答へのご協力をお願いいたします。

１．国勢調査とは
　国勢調査は、日本に住む全ての人と世帯を対象とした、最も基本的かつ重要な調査です。調査
事項は世帯員の数や就業状態、住宅の建て方など全１９項目です。
　この調査から得られる統計は、国や地方公共団体の政策の基礎資料などとして広く活用されま
す。
　また、本村の歳入（村が行政サービスを行うために必要な収入）の大半を占める地方交付税は、
国勢調査で得られた人口が一つの算定基準となっていることから、漏れのない正確な調査が必要
です。

２．国勢調査の流れ
①９月中旬頃から、調査員が各戸にお伺いして調査書類を配布します。
②PCやスマートフォンによるインターネット回答 又は 紙の調査票で回答
　※いずれの回答も10月７日㈬までにお願いします。
③紙の調査表で回答していただいた方の家に調査員が回収に向かいます。

《イメージ》

３．結果の公表
　調査の結果は「人口速報集計」が令和３年６月に、その後年齢別人口・世帯の状況などを集計
した「人口等基本集計」を令和３年11月までに公表予定です。公表した調査結果については、総
務省統計局のHPのほか、都道府県立図書館などで、誰でも確認できます。

回答はインターネットが便利で安心です！
　〇24時間回答を受け付けていますので、自分の都合のよい時間に回答できます。
　〇入力内容のチェック機能がありますので、記入漏れの心配がありません。
　〇セキュリティが確保されているので、安心です。

調査員が「調
査票」と「イ
ンターネット
利用案内」等
を各世帯に配
布します。

ＰＣやスマートフォン
からインターネット回
答（～10月7日まで）

回答完了

紙の調査票で回答
（～10月7日まで）

調査員に提出 回答完了

2020国勢調査が始まります！

問合せ先 総務課　財政係　☎0269-87-3112
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第1四半期分 工事契約状況（指名競争入札）令和２年度

工　事　名
契 約 額

（税　込）
契約工期 請負業者 担 当 課

浄化槽市町村整備推進事業
合併浄化槽設置工事（その１）

1,727千円
R2.4.17から
R2.8.31まで

㈲ 環 境 さ か え 産業建設課

浄化槽市町村整備推進事業
合併浄化槽設置工事（その２）

1,353千円
R2.4.17から
R2.8.31まで

㈲ 環 境 さ か え 産業建設課

村民住宅横倉団地 駐車場舗装
改修工事

3,399千円
R2.6.1から
R2.8.31まで

北 信 舗 道 ㈱ 産業建設課

村単道路舗装事業 和山岐線 2,640千円
R2.6.25から
R2.10.30まで

北 信 舗 道 ㈱ 産業建設課

村単道路舗装事業 中野線 2,200千円
R2.6.25から
R2.10.30まで

北 信 舗 道 ㈱ 産業建設課

村単道路舗装事業 白鳥北線 2,860千円
R2.6.25から
R2.10.30まで

北 信 舗 道 ㈱ 産業建設課

苗場山登山道改修工事 4,950千円
R2.7.22から
R3.1.30まで

㈲ 共 栄 建 設 秋山振興課

消火栓改修工事（箕作・中条） 1,870千円
R2.7.27から
R2.10.22まで

㈲ 共 栄 建 設 総 務 課

道路メンテナンス事業 村道月
岡10号線大巻橋橋梁修繕工事

8,690千円
R2.7.28から
R2.12.25まで

㈲ 赤 津 組 産業建設課

社会資本整備交付金（道路）事
業村道箕作泉平線改良⑶工事他
１工事

22,055千円
R2.7.29から
R2.12.25まで

㈱ 廣 瀬 建 設 産業建設課

【令和２年度】

【繰　越】

工　事　名
契 約 額

（税　込）
契約工期 請負業者 担 当 課

令和元年度 台風19号豪雨災害
復旧事業　北野頭首工地区工事

38,830千円
R2.6.2から
R2.12.25まで

㈲ 共 栄 建 設 産業建設課

令和元年度 台風19号豪雨災害
復旧事業　東部水利地区工事

78,100千円
R2.7.20から
R2.12.25まで

㈱サン タキザワ 産業建設課
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「家屋滅失届」、「未登記家屋所有者変更届」の様式は、税務係へお問い合わせいただければお届けします。村の
ホームページからもダウンロードできますので、ご利用ください。
（HOME→くらし・手続き→税金・各種使用料→固定資産税）

　次のようなときは、総務課 税務係に届出（連絡）をしてください。
※「家屋」には、住宅だけでなく、倉庫・車庫・物置・店舗・工場・事務所なども含みます。

◆新築（増改築）したとき
　新築・増築をしたときは、税務係へご連絡ください。日程調整のうえ、家屋調査に伺います。
　この調査は、固定資産税の基となる評価額を算出するためのものです。家屋に使用されている建築資材や、設備など
を部屋ごとに調査します。なお、調査の参考にさせていただきますので、建築図面一式（平面図・立面図等）をお持ち
の方はご用意ください。
　なお、入居前に家屋調査を希望される方は、お早めにご連絡ください。

◆取り壊したとき
　家屋を取り壊したときは、お早めに「家屋滅失届」を税務係へ提出してください。年内に届け出がないと、翌年度以
降も課税されてしまうことがあります。なお、登記してある建物は、法務局で滅失登記の手続きが必要です。
※家屋に対する固定資産税は、毎年１月１日現在に存在するものに課税されます。
※取り壊した建物の用途や取り壊し状況により、土地における住宅用地の特例措置が受けられなくなる場合があります。

◆未登記家屋を所有権移転したとき
　法務局の建物登記簿に登記されていない家屋（未登記家屋）の所有者が変更（売買、相続等）されたときは、税務係へ「未
登記家屋所有者変更届」を提出してください。年内に届け出がないと、翌年度以降も前の所有者に課税されてしまいます。

総務課　税務係
☎0269-87-3112

　

愛
知
県
豊
橋
市
に
あ
る
バ
ン
サ
プ
ラ

イ
株
式
会
社
代
表
取
締
役
水
戸
忠
信
さ

ん
か
ら
、
平
成
23
年
の
震
災
以
降
毎
年

花
火
セ
ッ
ト
を
ご
寄
付
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
今
年
も
花
火
シ
ー
ズ
ン
の
7

月
に
手
持
の
花
火
セ
ッ
ト
1
5
0
袋

と
、
打
ち
上
げ
花
火
セ
ッ
ト
6
袋
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
で
い
っ

た
ん
預
か
り
、
保
育
園
・
小
学
校
・
中

学
校
へ
人
数
分
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

　

学
校
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
花
火
が
渡

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
各
家
庭
で
花
火

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

東
京
栄
村
会
で
活
躍
を
さ
れ
て
い

る
、桜
沢
一か

ず

章あ
き

さ
ん
（
写
真
右
）
か
ら
、

６
月
25
日
に
感
染
対
策
用
の
ア
ク
リ
ル

板
50
枚
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

栄
村
出
身
の
桜
沢
社
長
は
埼
玉
県
草
加

市
で
ア
ク
リ
ル
製
品
を
製
造
す
る
有
限

会
社
桜
沢
工
芸
社
を
経
営
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
す
。　
　
　

　

今
回「
ふ
る
さ
と
栄
村
に
恩
返
し
を
」

ま
た
、「
子
ど
も
た
ち
の
学
校
生
活
に

役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
寄
付
を

さ
れ
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
ア
ク
リ
ル

板
は
小
学
校
へ
40
枚
、
中
学
校
へ
10
枚

配
布
を
し
、
各
学
校
で
は
教
室
の
机
の

上
へ
設
置
し
、
感
染
防
止
に
努
め
て
い

ま
す
。

家屋の新築（増築）・取り壊し等は
役場に連絡をしてください!!

震
災
以
降
毎
年
　
花
火

セ
ッ
ト
を
寄
付
い
た
だ

い
て
い
ま
す

感
染
症
対
策
と
し
て

ア
ク
リ
ル
板
を
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た

▲桜沢章
あき

彰
ひろ

さん（息子）左
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栄
村
ふ
る
さ
と
復
興
支

援
金
事
業
に
つ
い
て

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特

別
交
付
金
の
お
知
ら
せ

栄
村
駅
伝
大
会
の
中
止

　

栄
村
ふ
る
さ
と
復
興
支
援
金
事
業
に

つ
い
て
は
、
区
長
会
及
び
広
報
で
募
集

を
行
い
、
今
年
度
１
件
の
事
業
を
採
択

し
ま
し
た
。

　

事
業
の
採
択
に
あ
た
っ
て
は
、
事
業

検
討
委
員
５
名
に
よ
る
事
業
検
討
委
員

会
を
開
催
し
、
書
類
審
査
及
び
申
請
地

区
か
ら
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
行
い
採
点
評

価
し
た
後
、
村
長
が
事
業
採
択
の
可
否

を
決
定
し
ま
す
。

　

申
請
事
業
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

〇
地
区
名　

森
区

〇
事
業
名

　

森
農
業
振
興
拠
点
施
設
の
建
物
新
築

事
業

〇
事
業
概
要

　

今
後
の
森
区
に
お
け
る
耕
作
面
積
10

ha
の
維
持
管
理
に
大
き
な
課
題
が
あ

り
、
こ
れ
か
ら
は
区
全
体
で
水
田
の
乾

燥
調
製
施
設
整
備
を
中
心
と
し
た
農
業

振
興
を
進
め
る
た
め
、
拠
点
施
設
１
棟

を
整
備
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
活
動
の

拠
点
施
設
と
位
置
付
け
集
落
の
復
興
・

発
展
を
図
る
。

〇
得
点
率　
　

76
点

〇
決
定
額　
　

5
0
0
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
に
よ
り
、
子
育
て
負
担
の
増
加
や

収
入
の
減
少
が
生
じ
て
い
る
ひ
と
り
親

世
帯
に
臨
時
特
別
交
付
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

〇
対
象
者

①
基
本
給
付
対
象
者

　

⑴
令
和
2
年
6
月
分
の
児
童
扶
養
手

当
の
支
給
対
象
者
（
申
請
不
要
）

　

⑵
公
的
年
金
を
受
給
し
て
お
り
、
令

和
2
年
6
月
分
の
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
が
全
額
停
止
さ
れ
る
方

（
申
請
必
要
）

　

⑶
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
家
計
が
急
変
し
、
収

入
が
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
る
方
と
同
じ
水
準
に
な
っ
た
方

（
申
請
必
要
）

※
⑴
の
対
象
者
は
、
既
に
県
か
ら
案
内

が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
追
加
給
付
対
象
者

　

基
本
給
付
対
象
の
⑴
又
は
⑵
に
該
当

す
る
方
の
う
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急

変
し
、収
入
が
大
き
く
減
少
し
た
方（
申

請
必
要
）

　

栄
村
ふ
る
さ
と
復
興
支
援
金
事
業

は
、
令
和
３
年
度
が
最
終
年
度
と
な
り

ま
す
の
で
、事
業
を
要
望
す
る
地
区
は
、

今
年
度
中
に
事
業
検
討
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
事
業
採
択
の
条
件
と
し
て
、

地
区
総
会
で
の
承
認
と
事
業
に
係
る
区

の
予
算
措
置
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

総
務
課　

財
政
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
２

〇
支
給
額

　

基
本
給
付
対
象
者
→
1
世
帯
5
万
円

　
（
第
2
子
以
降
1
人
に
つ
き
3
万
円
）

　

追
加
給
付
対
象
者
→
1
世
帯
5
万
円

〇
申
請
書
提
出
期
限

　

令
和
3
年
2
月
26
日
ま
で

【
問
合
せ
先
】

　

民
生
課　

住
民
福
祉
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
４

　

10
月
に
延
期
し
て
開
催
を
計
画
し
て

い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
の
状
況
を
踏
ま
え
、
参
加

選
手
及
び
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
関
係

者
の
健
康
・
安
全
面
を
考
慮
し
、
中
止

と
い
た
し
ま
す
。

　

出
場
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
皆
様

に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

教
育
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
８

犬
を
飼
っ
て
い
る
村
民

の
皆
様
へ

　

最
近
、
犬
の
糞
の
片
付
け
が
さ
れ
て

い
な
い
と
の
連
絡
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
様
は
、
散
歩
の

際
の
糞
尿
に
つ
い
て
後
始
末
を
き
ち
ん

と
行
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
栄
村

全
体
の
美
化
活
動
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　

栄
村
の
美
化
の
為
に
皆
様
全
員
で
心

掛
け
て
い
た
だ
き
、
散
歩
マ
ナ
ー
を
守

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

【
問
合
せ
先
】

　

民
生
課　

住
民
福
祉
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
４
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　毎年９月は健康増進普及月間として、健康づくりの実践をより促進するための月です。
　今年６月の健康づくり健診において、皆さんの健康づくりの参考となるように、食塩の１日摂取量
が解る検査を実施しました。この結果から栄村の平均的な食塩摂取量を計算したところ、男性9.9ｇ、
女性9.2ｇとなり、目標量の男性7.5ｇ未満、女性6.5ｇ未満と比べて、過剰摂取されている方が多い現
状が解りました。
　食塩の過剰摂取は高血圧や胃がんの誘因とされています。健康づくり健診の結果から、食塩摂取量
と高血圧の関係を見てみると、高血圧の方はそうでない方と比べて１日の食塩の摂取量が0.5ｇ程度
多い事も解りました。
　食事は日々のことですので、0.5ｇや1.0ｇの
差が健康に影響する可能性があります。
　お家の味付けが濃いのか薄いのか、確認する
ために１リットルの出汁に塩小さじ１、しょう
ゆ小さじ２を加えた、すまし汁を作ってみて下
さい。この味付けで薄いと感じる人は、いつも
の味が濃いめになっています。

健
康
増
進
講
演
会
の

開
催
に
つ
い
て

～
今
年
は
自
宅
で
も
講
演
会
が

聞
け
ち
ゃ
い
ま
す
！
～

元
気
ア
ッ
プ
教
室
の

開
催
に
つ
い
て

　

昨
年
度
の
講
演
会
で
好
評
だ
っ
た
北

折
さ
ん
に
今
年
度
も
講
師
を
お
願
い
し

ま
し
た
！
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
流
行
を
機
に
、
改
め
て

自
分
の
健
康
や
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

学
べ
る
場
と
し
て
企
画
し
ま
し
た
。
感

染
症
対
策
を
講
じ
て
皆
様
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
自
宅
の

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
映
像

配
信
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
聞
い
て

み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、来
場
者
に
は
、

手
洗
い
が
綺
麗
に
で
き
て
い
る
か
、
確

認
で
き
る
『
手
洗
い
チ
ェ
ッ
カ
ー
』
を

用
意
い
た
し
ま
す
。

〇
日
時　

令
和
2
年
9
月
13
日
㈰

　
　
　
　

開
場　

9
時
30
分
～
12
時

　
　
　
　

講
演　

一
部　

10
時
～
11
時

　
　
　
　
　
　
　

二
部　

11
時
〜
12
時

〇
会
場

　

栄
村
役
場
か
た
く
り
ホ
ー
ル
及
び

　

秋
山
支
所
2
階
大
会
議
室

〇
内
容

　

講
演
テ
ー
マ
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
か
ら
健
康
を
考
え
る
」

　

講
師
：
北き

た

折お
り　

一は
じ
め

氏

　
　
（
元
N
H
K
た
め
し
て
ガ
ッ
テ
ン

専
任
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
9
月
2
日
区
長

文
書
の
チ
ラ
シ
を
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

【
問
合
せ
先
】

　

民
生
課　

健
康
支
援
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
０
２
０

　

健
康
な
体
づ
く
り
の
為
に
、
日
頃
か

ら
運
動
を
楽
し
む
方
々
を
増
や
す
こ
と

を
目
的
に
、
村
内
の
い
ろ
い
ろ
な
場
所

で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
す
。

〇
対
象
者

　

概
ね
65
歳
以
上
の
方

〇
日
　
時

　

令
和
2
年
9
月
5
日
㈯　

8
時
か
ら

〇
集
合
場
所

　

北
野
天
満
温
泉 

駐
車
場

※
感
染
症
対
策
の
為
、
体
調
の
す
ぐ
れ

な
い
場
合
の
参
加
を
控
え
て
い
た
だ

く
ほ
か
、
マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
問
合
せ
先
・
申
込
先
】

　

民
生
課　

健
康
支
援
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
３
０
１

りよだ健保
９月は健康増進普及月間です

塩
小さじ１

醤油
小さじ２ だし汁　1000㎖
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Ａ
Ｉ
体
温
検
知
カ
メ
ラ

を
設
置
し
て
い
ま
す

今
年
の
冬
は
薪
ス
ト
ー
ブ
・

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
で
暖

を
と
り
ま
せ
ん
か

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
役
場
庁
舎
を
は
じ
め
と
す

る
４
箇
所
に
非
接
触
型
体
温
計
（
Ａ
Ｉ

体
温
検
知
カ
メ
ラ
）
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

　

Ａ
Ｉ
体
温
検
知
カ
メ
ラ
と
は
、
カ
メ

ラ
に
映
る
人
の
体
温
を
瞬
時
に
測
定

し
、
画
面
に
表
示
す
る
も
の
で
す
。
画

面
に
触
る
必
要
も
な
く
、
マ
ス
ク
を
つ

け
た
ま
ま
で
ご
自
分
の
体
温
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

役
場
等
へ
お
越
し
の
際
は
、
体
温
を

測
定
し
て
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

〇
設
置
箇
所

・
栄
村
役
場

・
物
産
館
ま
た
た
び

・
栄
村
直
売
所 

か
た
く
り

・
四
季
の
杜

【
問
合
せ
先
】

　

総
務
課　

情
報
防
災
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
２

　

村
で
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効

活
用
を
進
め
る
た
め
、
薪
ス
ト
ー
ブ
や

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
普
及
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

補
助
は
設
置
費
の
２
分
の
１
以
内

（
上
限
20
万
円
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
ス
ト
ー
ブ
に
は
一
定
の
基

準
が
あ
り
ま
す
の
で
、
設
置
を
検
討
し

て
い
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

〇
対
象
と
な
る
施
設

　

居
住
の
住
宅
に
設
置
す
る
も
の

〇
そ
の
他
条
件

・
薪
ス
ト
ー
ブ
は
二
次
燃
焼
等
に
よ
り

排
煙
を
減
少
さ
せ
る
機
器
を
有
し
、

建
築
基
準
法
、
火
災
予
防
条
例
に
適

合
し
た
品
で
あ
る
こ
と
。

・
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
場
合
は
年
間

８
０
０
㎏
を
３
年
間
使
用
す
る
こ

と
。

【
問
合
せ
先
】

　

産
業
建
設
課　

農
林
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
３

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

「
停
電
情
報
お
知
ら
せ
サ
ー

ビ
ス
」の
お
知
ら
せ

　
「
停
電
情
報
お
知
ら
せ
サ
ー
ビ
ス
」

は
停
電
情
報
の
お
知
ら
せ
配
信
や
、電
気

設
備
に
関
す
る
ご
相
談
を
気
軽
に
お
問

合
せ
で
き
る
便
利
な
無
料
ア
プ
リ
で
す
。

　

ご
登
録
い
た
だ
く
と
登
録
し
た
地
域

や
ご
契
約
場
所
の
停
電
・
復
旧
情
報
を

「
プ
ッ
シ
ュ
通
知
」で
お
知
ら
せ
す
る
た

め
、忙
し
い
時
間
帯
で
も
外
出
先
で
も
、

停
電
情
報
を
す
ぐ
に
ご
確
認
い
た
だ
け

ま
す
。
契
約
は
最
大
5
件
ま
で
登
録
可

能
で
す
。
ま
た
、
停
電
が
発
生
し
て
い

る
地
域
が
地
図
上
に
表
示
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

中
部
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
㈱

　

長
野
支
社

　

☎
０
１
２
０
─

９
８
５
─

２
３
２

※ご利用可能な
iPhoneの バ
ー ジ ョ ン は
iOS10以上と
なります。

※ご利用可能な
Android™の
バ ー ジ ョ ン
はAndroid™ 
6.0以上とな
ります。

秋の全国交通安全運動が実施されます
期間：令和２年９月２１日㈪～９月３０日㈬

【全 国 重 点】〇子どもを始めとする歩行者の安全と自転車の安全利用の確保
　　　　　　　〇高齢運転者等の安全運転の励行
　　　　　　　〇夕暮れ時と夜間の交通事故防止と飲酒運転等の危険運転の防止
【長野県重点】横断歩道における歩行者保護の徹底

思いやり　乗せて信濃路　咲く笑顔

▲栄村役場事務室入口
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こ
ん
に
ち
は
！
人
生
で
初
め
て
蜂
に
刺

さ
れ
た
西
部
地
区
担
当
の
佐
藤
で
す
。
ア

リ
に
噛
ま
れ
る
程
度
だ
と
思
っ
て
完
全
に

甘
く
見
て
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
活
動
報
告
に
入
り
ま
す
。
今
年

一
番
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は
、
野
菜
づ

く
り
や
米
づ
く
り
で
す
。
農
家
の
方
々
と

作
業
を
し
た
り
、
借
り
た
畑
で
自
ら
野
菜

を
育
て
て
い
く
う
ち
に
、
奥
が
深
く
面
白

い
業
界
だ
と
感
じ
、
任
期
後
の
生
業
に
し

た
い
と
本
気
で
考
え
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い

ま
す
。
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
素
人
の
自

分
が
「
や
り
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
だ
け

で
経
営
を
成
り
立
た
せ
ら
れ
る
ほ
ど
甘
く

な
い
の
も
事
実
で
す
。

　

長
雨
の
影
響
で
、
育
て
て
い
た
野
菜
を

う
ま
く
作
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
だ
ま
だ
学
ば
な
け
れ
ば
い
け
な
い

こ
と
、
解
決
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
課
題

も
山
積
み
で
す
。
任
期
は
残
り
１
年
半
、

大
好
き
な
栄
村
に
定
住
で
き
る
よ
う
に
成

長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
！

　

ま
た
昨
年
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
続
け
て
い
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
ブ
ロ
グ
や
ツ

イ
ッ
タ
ー
で
の
情
報
発
信
で
す
。
ブ
ロ
グ

は
昨
年
始
め
た
時
か
ら
累
計
で
１
万
プ
レ

ビ
ュ
ー
を
超
え
、
さ
ら
に
ツ
イ
ッ
タ
ー
は

フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
が
1
0
0
0
を
超
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
上
を
見
れ
ば
キ
リ
が

な
い
で
す
が
、「
ブ
ロ
グ
参
考
に
し
て
ま

す
」
と
言
わ
れ
た
り
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
通

し
て
栄
村
や
地
方
移
住
に
つ
い
て
相
談
を

受
け
る
機
会
が
増
え
て
き
た
の
で
、
あ
る

程
度
効
果
が
出
て
き
て
い
る
な
と
考
え
て

お
り
ま
す
。　

　

栄
村
の
人
口
以
上
の
人
に
発
信
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
フ
ォ
ロ
ー
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
！
ア
カ
ウ
ン
ト
名
は
「
し
ん
ぺ
ー

＠
農
民
」
で
す
！

　

農
業
の
こ
と
、
情
報
発
信
の
た
め
の
栄

村
の
こ
と
な
ど
、
皆
さ
ん
に
は
ま
だ
ま
だ

教
わ
り
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
！

栄
小
学
校
４
年
生
が
社
会

科
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

７
月
２
日
に
社
会
科
見
学
と
し
て
、

栄
小
学
校
４
年
生
に
横
倉
の
水
道
施
設

の
見
学
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
が
使
っ
て
い
る
水
は
、
ど

の
よ
う
に
し
て
学
校
の
蛇
口
ま
で
届
け

ら
れ
る
の
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
小
学
校
か
ら
水
源
に
移
動
し
、
水

道
管
の
通
っ
て
い
る
道
を
歩
き
な
が
ら

配
水
池
ま
で
行
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
栄
村
で
は
湧
水
や
深
い
地
層

か
ら
ポ
ン
プ
で
綺
麗
な
水
を
汲
み
上
げ

て
飲
料
水
と
し
て
利
用
し
て
い
る
こ

と
、
自
然
に
よ
っ
て
綺
麗
な
水
に
ろ
過

さ
れ
て
供
給
し
て
い
る
こ
と
も
学
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
問
合
せ
先
】

　

産
業
建
設
課　

建
設
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
３

▲横倉配水池を見学中

地
域
お
こ
し
協
力
隊

Vol.5

佐
藤
隊
員
活
動
通
信

9
月
10
日
～
16
日
は

自
殺
予
防
週
間
で
す

　

も
し
、
あ
な
た
が
悩
み
を
抱
え
て
い

た
ら
、
ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
大

切
な
人
が
悩
み
を
抱
え
て
い
る
こ
と
に

気
づ
い
た
ら
、
声
を
掛
け
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　

悩
み
を
話
し
て
く
れ
た
ら
、
話
を
そ

ら
し
た
り
否
定
し
た
り
せ
ず
、
じ
っ
く

り
と
聴
い
て
相
談
窓
口
を
紹
介
し
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

◎
村
相
談
窓
口

〇
保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談

　

随
時
保
健
師
が
相
談
に
乗
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
心
と
か
ら
だ
の
健
康
相
談
会

　

精
神
科
医
に
よ
る
無
料
相
談
を
予
約

制
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

・
実
施
期
間

　

11
月
5
日
㈭
～
3
月
4
日
㈭

・
時　

間

　

午
後
2
時
か
ら

【
問
合
せ
先
】

　

民
生
課　

健
康
支
援
係

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
０
２
０
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�

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
で
は
、
７
月

21
日
に
津
南
町
の
小
学
校
5
年
生
（
上
郷
小
、

芦
ヶ
崎
小
、
津
南
小
）
と
栄
小
学
校
5
年
生
を

対
象
と
し
た
合
同
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

60
名
を
超
え
る
児
童
の
皆
さ
ん
が
、
自
分
た
ち

の
生
ま
れ
た
地
域
の
歴
史
や
自
然
に
つ
い
て
学

び
を
深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
推
進
室
の

佐
藤
信
之
氏
か
ら
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の
概

要
や
ジ
オ
サ
イ
ト
の
説
明
、
ま
た
地
質
学
的
な

観
点
か
ら
講
義
が
あ
り
、栄
小
の
児
童
か
ら
は
、

「
風
穴
は
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
て
い
る
の
で

す
か
？
」「
火
焔
型
土
器
は
な
ん
で
あ
ん
な
に

複
雑
な
模
様
を
し
て
い
る
の
で
す
か
？
」「
ハ

ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
の
大
き
さ
は
ど
の
く
ら
い
で

す
か
？
」
な
ど
、
積
極
的
な
質
問
が
飛
び
交
い

子
ど
も
た
ち
も
独
自
に
学
習
を
進
め
て
い
る
姿

勢
が
垣
間
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
先
日
開
催
さ
れ
た
第
３
回
お
宝
巡
り

で
す
が
、
竜
ヶ
窪
、
沖
ノ
原
遺
跡
、
古
型
マ
ン

モ
ス
の
臼
歯
化
石
発
見
場
所
を
散
策
し
ま
し

た
。
竜
ヶ
窪
で
は
ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明
を
聞
き

な
が
ら
散
策
路
を
歩
き
、
良
い
森
林
浴
に
な
り

ま
し
た
。
幼
少
期
の
頃
に
何
度
か
行
っ
た
こ
と

が
あ
る
の
で
記
憶
の
片
隅
に
は
あ
り
ま
し
た

が
、
時
が
経
っ
て
か
ら
訪
れ
る
と
ま
た
違
っ
た

感
じ
が
し
ま
し
た
。
竜
ヶ
窪
の
水
は
軟
水
。
飲

料
水
に
適
し
た
水
質
で
、
訪
問
者
の
中
に
は
空

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
き
て
汲

ん
で
い
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

沖
ノ
原
遺
跡
で
は
、
現
在
発
掘
作
業
が
行
わ

れ
て
お
り
、
國
學
院
大
學
の
学
生
も
作
業
に
加

わ
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
縄
文
時
代
の

敷
石
住
居
跡
や
土

器
、
礎
石
と
思
わ
れ

る
遺
物
が
見
つ
か
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後

ど
ん
な
発
見
が
あ
る

か
楽
し
み
で
す
。
ち

な
み
に
沖
ノ
原
は
、

例
年
な
ら
ひ
ま
わ
り

畑
を
楽
し
め
る
の
で

す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
影
響
で
今

年
は
１
本
も
ひ
ま
わ

り
が
植
わ
っ
て
お
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
年

間
７
万
人
も
訪
問
客

が
い
る
と
の
こ
と
で

す
が
残
念
で
す
ね
…

　

こ
れ
か
ら
秋
の
行

楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
遠
出
が
で

き
な
い
な
か
で
す

が
、
感
染
症
対
策
を

講
じ
て
ジ
オ
サ
イ
ト

へ
お
出
か
け
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
次
回
の
お
宝

巡
り
は
11
月
頃
に
温

泉
巡
り
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

�

（
文
責
：
南
雲
）

❖❖
村
誌
編
纂
室
か
ら
�
❖❖

　

８
月
11
日
㈫
、
前
平
遺
跡
を
会
場
に

出
前
歴
史
講
座
「
中
世
寺
院
跡
現
地
見

学
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

前
平
遺
跡
は
、
月
岡
集
落
の
西
方
に

あ
り
、
箕
作
の
常
慶
院
が
現
在
地
に
移

転
す
る
前
の
場
所
で
あ
っ
た
と
伝
承
さ

れ
て
い
る
所
で
す
。

　

当
日
は
35
度
を
超
え
る
猛
暑
で
し
た

が
22
名
の
参
加
が
あ
り
、
村
誌
編
纂
室

の
樋
口
和
雄
・
望
月
静
雄
、
両
専
門
員

が
講
師
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

樋
口
専
門
員
は
江
戸
時
代
の
箕
作
村

絵
図
を
示
し
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
常
慶

院
と
「
元
寺
」
と
表
記
さ
れ
た
場
所
が

あ
る
こ
と
を
ま
ず
紹
介
し
ま
し
た
。
次

に
、
小
箕
作
川
と
大
巻
川
に
は
さ
ま
れ

た
地
域
内
に
は
「
あ
ら
町
」
や
「
よ
り

い
」、「
町
う
ら
」
な
ど
の
地
名
が
書
か

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
一
帯
は
城
下
町
を

成
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
も
紹

介
し
ま
し
た
。

　

前
平
遺
跡
は
今
年
５
月
、
６
箇
所
試

掘
を
行
い
、
石
製
こ
ね
鉢
の
破
片
な
ど

を
発
見
し
て
い
ま
す
。
後
段
は
望
月
専

門
員
が
、
試
掘
跡
を
ま
わ
り
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
解
説
し
ま
し
た
。

　

圧
巻
は
巨
石
の
石
積
み
で
、
当
時
の

農
民
が
作
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
有
力

者
が
背
後
に
い
て
の
普
請
だ
っ
た
と
解

説
し
ま
し
た
。
今
回
は
試
掘
程
度
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
が
、
本
格
的
な
発
掘
調

査
を
す
れ
ば
寺
院
跡
地
と
し
て
証
明
可

能
な
遺
物
の
発
見
も
期
待
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

栄
村
誌
編
纂
室

　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
８ 

「
元
寺
」は
常
慶
院
跡
地
か

試掘跡を囲み中世に思いをはせる
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７月火災・救助・救急出動件数

最高気温 31.2℃ 7月19日㈰

最低気温 17.0℃ 7月13日㈪

平均気温 22.3℃ 総 雨 量 368㎜

栄村の気象（７月）

世帯数 805世帯 前月比＋5
人　口 1,767人 ＋1

男 849人 ＋1
女 918人 0

出生 0
死亡 4
転入 5
転出 0

世帯と人口（８月１日現在） ７月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 0 2 82 飯山日赤� 7

津南病院� 3
そ の 他� 1
不 搬 送� 0
合　　計� 11
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 0 1 13

野沢温泉村 0 0 18

栄 村 0 0 11

管 轄 外 等 0 0 3

火の用心　しっかりできたら　金メダル

９月の納税等
〇村営住宅料　　　　　　〇国民健康保険税
〇介護保険料　　　〇後期高齢者医療保険料
〇ケーブルテレビ使用料　〇教員住宅使用料
〇合併浄化槽使用料　　　〇保育料
〇農業集落排水処理使用料
〇温泉使用料　　　〇温泉休憩所使用料
〇学童保育料

◆◆ 編集後記 ◆◆
　８月は猛暑と言えるほど暑い日が続いていま
した。
　そんな中、今月号の表紙を飾っていますが、
ジュース用トマトの収穫に奮闘していた農家さ
んもいらっしゃいました。
　取材に伺った際に食べさせていただきました
が、皮は生食用よりも少し硬くしっかりしてい
て、味は酸味が強く感じました。
　皆さんもぜひ栄村トマトジュースを飲んでみ
てください！

生活カレンダー９月
３
日
㈭　

秋
山
体
験
学
習
【
栄
小
３
年
生
】

８
日
㈫　

保
育
園
開
放
日
【
午
前
９
時
】

10
日
㈭　

狂
犬
病
予
防
注
射

【
村
内
各
所　

午
前
８
時
半
～
12
時
35
分
】

15
日
㈫
・
16
日
㈬　

修
学
旅
行【

栄
小
5
・
6
年
生
】

26
日
㈯　

運
動
会
【
栄
小
学
校　

午
前
】

29
日
㈫　

保
育
園
開
放
日
【
午
前
９
時
】

10
月

１
日
㈭　

体
験
学
習
【
栄
小
１
・
２
年
生
】

５
日
㈯　

元
気
ア
ッ
プ
教
室

【
北
野
区
周
辺　

午
前
８
時
】

７
日
㈪　

幼
児
健
診【
集
団
検
診
室　

午
後
１
時
】

13
日
㈰　

健
康
増
進
講
演
会

【
か
た
く
り
ホ
ー
ル　

午
前
10
時
】

行
事
予
定

健
康
ガ
イ
ド

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

納期限は　9月30日㈬　です
口座振替日
　農協・郵便局　　　９月23日㈬
　八十二銀行・県信　９月25日㈮

佑
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農
業
委
員
に
な
ら
れ
た
皆
様
を
紹
介
し
ま
す
。

〈発 行〉
栄村農業委員会

〈編 集〉
農委編集委員会

No.87

栄
村

農
業
委
員
会
だ
よ
り

　

令
和
２
年
７
月
19
日
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
新
体
制
に
よ
る
農
業
委
員
会
が

20
日
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

初
回
の
定
例
会
が
22
日
に
開
催
さ
れ

各
地
区
か
ら
農
業
委
員
の
推
薦
を
受
け

議
会
の
同
意
を
得
た
10
名
に
任
命
書
を

桑
原
副
村
長
よ
り
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
会
長
及
び
職
務
代
理
が
決
定
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

は
、農
業
委
員
会
が
委
嘱
す
る
も
の
で
、

各
地
区
か
ら
推
薦
を
受
け
た
４
名
に
、

会
長
よ
り
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
役
割

は
、
担
当
地
区
に
於
い
て
遊
休
農
地
の

発
生
防
止
・
解
消
を
推
進
し
ま
す
。
農

地
が
使
え
な
く
な
る
前
に
、
使
え
る
人

に
引
継
ぐ
た
め
に
地
域
の
農
業
者
と
の

話
合
い
を
通
じ
て
農
業
委
員
と
共
に
農

地
中
間
管
理
機
構
と
密
接
に
連
携
し
て

活
動
を
行
い
ま
す
。

※
桑
原
副
村
長
よ
り
任
命
書
の
交
付

栄
村
農
業
委
員
会
が
新
体
制
に
な
り
ま
し
た

【
委
員
よ
り
一
言
】

　

任
期
満
了
に
よ
り
各
地
区
等
か
ら
新

た
に
推
薦
さ
れ
た
委
員
が
７
月
22
日
第

１
回
農
業
委
員
会
に
お
い
て
村
長
よ
り

農
業
委
員
の
任
命
を
受
け
委
員
会
の
互

選
で
会
長
職
を
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
何

分
に
も
経
験
不
足
の
私
に
務
ま
る
か
不

安
で
は
あ
り
ま
す
が
、
他
の
農
業
委

員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
皆

様
と
諸
先
輩
方
か
ら
の
ご
指
導
を
賜
り

な
が
ら
地
域
農
業
の
振
興
と
発
展
に
向

け
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
精
一
杯
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
皆
様
方

の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
挨
拶
と

致
し
ま
す
。

【
委
員
よ
り
一
言
】

　

連
綿
と
繋
が
っ
て
き
た
栄
村
の
農
業

を
次
の
世
代
に
手
渡
す
た
め
に
、
皆
の

知
恵
を
集
め
、
話
合
い
、
解
決
の
た
め

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。
そ

の
歩
み
を
本
当
に
大
切
に
し
、
支
援
し

続
け
ら
れ
る
農
業
委
員
会
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

島
田
裕
水
（
青
倉
）

油
科
恵
子
（
平
滝
）
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【
委
員
よ
り
一
言
】

　

地
域
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
委
員
よ
り
一
言
】

　

農
業
委
員
１
期
目
で
分
か
ら
な
い
こ

と
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
栄
村
の
農

業
の
発
展
の
た
め
努
め
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
委
員
よ
り
一
言
】

　

農
業
委
員
会
２
期
目
と
な
り
ま
す
。

商
業
の
立
場
か
ら
農
業
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

【
委
員
よ
り
一
言
】

　

農
業
委
員
２
期
目
に
あ
た
り
栄
村
の

農
業
の
発
展
の
た
め
に
取
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
２
期
目
と
い
っ
て
も
分
か
ら

な
い
こ
と
だ
ら
け
で
す
。
色
々
勉
強
し

な
が
ら
や
っ
て
い
き
ま
す
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
委
員
よ
り
一
言
】

　

新
人
で
す
の
で
日
々
勉
強
し
、
何
か

一
つ
で
も
栄
村
農
業
の
発
展
に
役
立
て

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
委
員
よ
り
一
言
】

　

２
期
目
の
農
業
委
員
会
と
な
り
ま
し

た
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
改
正
に
伴
う
返

礼
品
金
額
が
厳
格
化
さ
れ
、
返
礼
品
と

し
て
活
用
さ
れ
た
栄
村
産
の
お
米
の
価

格
と
販
売
量
が
大
幅
に
縮
小
さ
れ
ま
し

た
。
お
米
の
販
売
先
開
拓
、
農
地
の
荒

廃
、
課
題
が
山
積
で
す
が
、
栄
村
の
農

業
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
委
員
よ
り
一
言
】

　

委
員
と
し
て
栄
村
の
農
業
を
守
れ
る

よ
う
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
委
員
よ
り
一
言
】

　

今
回
、
農
業
委
員
の
任
命
を
頂
き
ま

し
た
新
人
委
員
で
あ
り
ま
す
が
、
栄
村

の
中
山
間
地
農
業
の
維
持
・
発
展
を
含

め
、
今
後
の
農
業
の
あ
り
方
に
つ
き
他

委
員
と
共
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

福
原
高
男
（
小
赤
沢
）

保
坂
政
勝
（
箕
作
）

廣
瀬
秀
勝
（
森
）

山
本
幸
章
（
野
田
沢
）

福
原
　
初
（
横
倉
）

中
村
久
美
子
（
長
瀬
）

樋
口
秀
孝
（
森
）

齋
藤
元
一
（
天
代
）
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月 岡 勝 彦
（白　鳥）

森 下 貞 夫
（柳在家）

市 川 憲 一
（月　岡）

相 澤 博 文
（和　山）

【
委
員
よ
り
一
言
】

　

農
地
の
荒
廃
や
担
い
手
の
高
齢
化
な

【
委
員
よ
り
一
言
】

　

農
地
最
適
化
推
進
委
員
２
期
目
に
な

り
ま
し
た
。
農
地
、
農
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
食
料
生
産
の
根
本
課
題
の
解
決
に

向
け
て
努
力
し
な
け
れ
ば
。

【
委
員
よ
り
一
言
】

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
員
に
推
薦
さ

れ
職
務
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

栄
村
で
生
産
さ
れ
て
い
る
お
米
は
、

大
変
美
味
し
い
と
の
声
が
聞
こ
え
て
き

ま
す
の
で
、
次
世
代
の
後
継
者
に
引
継

ぎ
が
で
き
る
よ
う
、
努
力
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。　

【
委
員
よ
り
一
言
】

　

定
年
退
職
後
、
終
の
住
み
家
を
求
め

て
栄
村
に
移
住
し
た
の
が
震
災
の
翌

年
。
農
業
に
は
全
く
疎
い
私
で
す
が
勉

強
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　農業委員と連携して、担当する区域の農地利用の最適化推進活動を行います。
　主な活動は、次のとおりです。
①遊休農地の発生防止・解消に向けた農地パトロールや、農地所有者への働きかけ。 
②担い手への農地集積を推進するため、農地の貸し手や借り手の掘り起こし活動。
③農地の権利移動等の申請地の現地確認や農業委員会定例会への出席。

ど
、
栄
村
の
農
業
は
様
々
な
課
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。
ど
う
し
た
ら
農
地
を
有

効
活
用
し
堅
実
な
農
業
を
営
む
こ
と
が

出
来
る
か
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

農
業
も
農
業
委
員
会
も
初
心
者
で
す

が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。　

秋
山
地
区

水
内
地
区

西
部
地
区

東
部
地
区

農地利用最適化推進委員4名の紹介
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農業者年金 (担い手積立年金)

農業者の皆さん農業者年金をご存知ですか？

しっかり組み立て、がっちりサポート　安心で豊かな老後を

詳しい内容等お知りになりたい方は、お近くの農業委員か農業委員会事務局、ＪＡにお尋ねください。

農業に従事する方なら広くご加入いただけます。

加　入　資　格　　①２０歳以上６０歳未満の国民年金第１号被保険者
　　　　　　　　　②年間６０日以上農業に従事していること

メリットその１　　少子高齢化時代に向いた積立方式の終身年金です。

メリットその２　　保険料の額は自由に決められます。加入や脱退も自由！
　　　　　　　　　（月額２万円から最高６万７千円まで）

メリットその３　　年金は生涯支給されます。（８０歳までの保証付きの終身年金）
　　　　　　　　　８０歳までに亡くなることがあっても、遺族に死亡一時金が支給されます。

メリットその４　　所得税・住民税が節税になります。

編

後

集

記

■
農
地
の
違
反
転
用
は
止
め
ま
し
ょ
う
！

　
農
地
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す
。

　

農
地
を
農
地
以
外
に
用
途
を
変
更
す

る
場
合
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
許
可
が

必
要
で
す
。
例
え
ば
田
や
畑
を
住
宅
建

築
や
駐
車
場
に
す
る
な
ど
で
す
。
自
分

の
農
地
で
あ
っ
て
も
無
断
で
転
用
し
た

場
合
は
罰
則
の
適
用
に
な
り
ま
す
。
農

業
委
員
会
に
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す

の
で
、
詳
し
く
は
農
業
委
員
会
事
務
局

に
直
接
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
農
地
を
相
続
し
た
場
合
に
は
「
農
業

委
員
会
へ
の
届
出
」
が
必
要
で
す
。

　

相
続
で
農
地
の
権
利
を
取
得
し
た
場

合
に
は
、
農
業
委
員
会
に
そ
の
旨
を
届

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
農
業
委
員

会
へ
の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
農
地
の
利
用
で
お
困
り
の
方
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

自
ら
耕
作
で
き
な
い
な
ど
、
農
地
の

利
用
で
お
困
り
の
方
、
農
地
が
遊
休
化

す
る
前
に
、
地
元
の
農
業
委
員
や
農
業

委
員
会
事
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

栄
村
役
場
産
業
建
設
課
内

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
（
０
２
６
９
）
８
７
─

３
１
１
３

農
業
委
員
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

担
い
手
の
高
齢
化
が
待
っ
た
な

し
に
進
ん
で
い
ま
す
。
耕
作
放
棄

地
の
拡
大
を
食
い
止
め
る
た
め
、

栄
村
の
農
業
を
次
世
代
に
繋
げ
る

た
め
に
、
先
祖
が
作
り
あ
げ
た
田

畑
、
豊
か
な
自
然
に
長
年
培
っ
て

こ
ら
れ
た
人
が
沢
山
い
ま
す
の

で
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
宮
川
村

政
の
も
と
、
農
業
委
員
、
農
地
利

用
最
適
化
推
進
員
で
力
を
合
わ
せ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
（
広
報
編
集
委
員
長中

村
久
美
子
）
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夏
休
み
の
思
い
出
を
作
る
た
め
、
そ

し
て
メ
ン
バ
ー
の
絆
を
よ
り
強
固
な
も

の
と
す
る
た
め
に
、
８
月
８
日
㈯
、
ア

ル
ペ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
は
駅

伝
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

飯
山
市
湯
滝
温
泉
か
ら
旧
国
道
を
通

り
、
栄
村
役
場
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
約
20

㎞
の
距
離
で
、
途
中
砂
利
道
や
長
い
上

り
坂
も
あ
る
厳
し
い
コ
ー
ス
を
、
小
学

生
10
名
が
保
護
者
手
作
り
の
タ
ス
キ
を

つ
な
い
で
完
走
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

意
地
悪
な
コ
ー
チ
か
ら
は
「
２
時
間

を
切
れ
！
」
と
い
う
困
難
な
目
標
が
課

せ
ら
れ
ま
し
た
。
果
た
し
て
達
成
で
き

る
の
か
…
！

　

緊
張
と
不
安
が
混
じ
る
中
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
高
学
年
の
子
は
粘
り
強
く
、

ペ
ー
ス
を
崩
さ
な
い
さ
す
が
の
走
り
を

見
せ
ま
す
。
低
学
年
の
子
も
そ
の
走
り

を
見
て
自
分
を
奮
い
立
た
せ
、
最
後
ま

で
諦
め
ず
に
走
り
ま
す
。
出
番
を
待
つ

子
は
沿
道
か
ら
「
頑
張
れ
！
頑
張
れ

! !
」
と
力
強
い
声
援
を
送
り
ま
す
。

　

タ
ス
キ
を
渡
す
子
の
達
成
感
に
満
ち

た
表
情
と
、
受
け
取
っ
た
子
の
「
や
っ

て
や
る
ぞ
！
」
と
い
う
気
迫
溢
れ
る
表

情
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

そ
し
て
見
事
！
１
時
間
56
分
で
ゴ
ー

ル
！
子
ど
も
た
ち
の
熱
い
気
持
ち
が
繋

が
り
、
目
標
が
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
ご
褒
美
に
道
の
駅
で
ア
イ
ス

を
食
べ
ま
し
た
。
炎
天
下
で
疲
れ
た
体

に
冷
た
い
ア
イ
ス
が
沁
み
ま
す
。

　

ア
ル
ペ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

は
こ
れ
か
ら
も「
厳
し
く
楽
し
い
練
習
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
心
身
を
鍛
え
て
い
き
ま

す
。
入
団
者
随
時
募
集
中
！
ぜ
ひ
！

さ
か
え
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
　
　
　
　

ア
ル
ペ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

指
導
員
　
久
保
田
成
哉

タスキをつないで心をつなぐ!
アルペンジュニアスキークラブ
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こ
ら
っ
せ
通
信

　

8
月
に
入
っ
て
や
っ
と
梅
雨
が
明

け
、
暑
い
日
が
続
い
て
い
る
と
思
い
き

や
、
お
盆
が
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
、
夕
方

の
ヒ
グ
ラ
シ
の
声
が
鈴
虫
の
鳴
き
声
に

変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
長
雨
が
影
響
し

て
、
畑
の
作
物
の
実
り
が
悪
か
っ
た
声

も
聞
こ
え
て
き
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
作

物
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

栄
村
自
然
植
物
園
（
北
野
天
満
温
泉

奥
）
で
は
、
長
雨
の
影
響
を
さ
ほ
ど
受

け
る
こ
と
な
く
、
今
は
秋
の
花
が
咲
い

て
い
ま
す
。
写
真
の
植
物
は
、
オ
ミ
ナ

エ
シ
と
オ
オ
イ
タ
ド
リ
。
オ
ミ
ナ
エ
シ

は
盆
花
と
し
て
栽
培
さ
れ
、
店
頭
で
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
植
物
園
に
咲
い

て
い
る
オ
ミ
ナ
エ
シ
は
、
故
石
沢
進
先

生
が
、
栄
村
に
自
生
し
て
い
た
も
の
か

ら
種
を
採
取
し
て
、
発
芽
・
定
植
し
た

も
の
。
今
年
も
ひ
っ
そ
り
と
植
物
園
を

彩
っ
て
い
ま
す
。

　

長
雨
の
影
響
は
な
い
も
の
の
、
雨
で

や
わ
ら
か
く
な
っ
た
植
物
園
を
イ
ノ
シ

シ
に
荒
ら
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
せ

っ
か
く
自
生
し
始
め
た
希
少
種
が
荒
ら

さ
れ
る
事
態
を
防
ぐ
た
め
、
イ
ノ
シ
シ

除
け
（
作
成
：
猫
の
手
商
会
）
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
、希
少
動
植
物
調
査
員
と
共
に
、

ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
食
草
で
あ
る
コ
シ
ノ
カ

ン
ア
オ
イ
の
移
植
を
行
い
ま
し
た
。
蝶

が
食
べ
る
植
物
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ

て
そ
の
蝶
が
や
っ
て
く
る
か
初
の
試
み

で
す
。
既
に
自
生
し
始
め
た
植
物
に
も

様
々
な
蝶
が
や
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

蝶
と
植
物
を
観
察
で
き
る
植
物
園
を
夢

見
て
、
様
々
な
実
験
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

植
物
園
の
育
成
活
動
に
興
味
・
関

心
の
あ
る
方
は
栄
村
公
民
館
（
８
７
─

２
１
０
０
）ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

�

（
文
責
：
南
雲
）

　

毎
年
開
催
し
て
い
る
自
然
学
校
（
主

催
：
栄
村
青
少
年
育
成
協
議
会
）
が
、

今
年
開
校
20
年
を
迎
え
ま
し
た
。現
在
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た

め
、
自
然
学
校
を
開
校
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
お
家
で
も
楽
し
め
る
自
然
学
校
と

し
て
、
5
月
か
ら
自
然
学
校
新
聞
の
発

行
（
毎
月
11
日
発
行
）
と
自
然
学
校
チ

ャ
ン
ネ
ル
の
放
送
（
毎
週
金
曜
日
夜
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
然
学
校
新
聞
で
は
、
栄
村
に
生
息

す
る
動
植
物
や
天
体
観
測
だ
け
で
な

く
、
季
節
に
合
わ
せ
た
食
や
、
風
習
に

つ
い
て
も
子
ど
も
た
ち
に
紹
介
を
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
然
学
校
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

は
、「
音
で
楽
し
む
自
然
」
を
テ
ー
マ

に
、
栄
村
に
生
息
す
る
動
物
の
鳴
き
声

や
、
そ
の
時
期
に
合
わ
せ
た
村
の
暮
ら

し
、
ホ
タ
ル
、
天
体
観
測
な
ど
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
は
、「
カ
エ

ル
も
種
類
に
よ
っ
て
み
ん
な
鳴
き
方
が

ち
が
う
ん
だ
な
」、「
こ
の
鳴
き
声
は
サ

シ
バ
と
い
う
鳥
な
ん
だ
ね
」
と
い
っ
た

村
民
か
ら
の
多
く
の
反
響
を
い
た
だ
い

て
お
り
、保
育
園
児
の
い
る
家
庭
で
は
、

そ
の
後
何
度
も
リ
ピ
ー
ト
放
送
を
流
し

続
け
て
い
る
お
宅
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
の
で
、
ど

う
な
る
か
と
不
安
も
あ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の
村
民
が

栄
村
の
自
然
を
学
ぶ
一
つ
の
ア
イ
テ
ム

と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

自
然
学
校
新
聞
は
、
現
在
村
内
小
中

学
生
に
配
付
し
て
い
ま
す
。
栄
村
公
民

館
図
書
室
で
も
拡
大
版
を
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
ご
希
望
の
方

は
栄
村
教
育
委
員
会
事
務
局
（
８
７
─

３
１
１
８
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

イノシシ除け

▲ オミナエシ

オオイタドリ

▲

お
う
ち
で
栄
村
の
自
然
を
楽
し
も
う
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「 笑 顔
あふれていますか？」
　これは、平成28年の公民館大会で講演に
来てくださった和田芳治さんの言葉です。

「笑顔で計れば命の輝きが見える」と─。
　みなさんの家庭、地域には笑顔がありま
すか？コロナによって最近笑っていないな
…そんな方もあるかもしれません。

コ
ロ
ナ
疲
れ
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
様
々
な
催
し
が

中
止
や
延
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
集
落
に
お
い
て
も
、
田
休
み
や
お

祭
り
等
、
中
止
と
な
っ
た
も
の
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

ウ
イ
ル
ス
は
人
に
よ
っ
て
運
ば
れ
ま

す
。
栄
村
で
感
染
者
を
出
さ
な
い
よ
う

に
、
ま
た
は
自
分
自
身
が
感
染
し
な
い

よ
う
に
と
、
お
盆
の
帰
省
を
断
っ
た
と

い
う
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
一
方
で
国
道
1
1
7
号
や
近
く
の

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
は
、
た
く

さ
ん
の
県
外
ナ
ン
バ
ー
を
見
か
け
ま
し

た
。「
自
分
た
ち
は
帰
省
を
断
っ
た
の

に
…
」
と
不
安
や
不
信
感
を
抱
い
た
方

も
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
「
w
i
t
h
コ

ロ
ナ
」の
時
代
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
で
は
、
感
染
者
が
増
加
し
て
も
な
お

「
Ｇ
Ｏ 

Ｔ
Ｏ 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
継
続

し
て
い
ま
す
。
栄
村
で
は
各
種
主
催
事

業
に
つ
い
て
、
密
に
な
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
も
の
、
感
染
拡
大
地
域
か
ら
の

往
来
が
伴
う
も
の
は
感
染
リ
ス
ク
が
高

く
な
る
こ
と
か
ら
、
緊
急
度
に
応
じ
て

中
止
ま
た
は
延
期
に
す
る
と
い
う
対
応

を
と
っ
て
い
ま
す
（
8
月
26
日
現
在
）。

　

各
集
落
の
行
事
に
つ
い
て
は
各
集
落

で
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
役
員
の
皆
さ
ん
は
事

業
実
施
の
判
断
に
日
々
悩
ん
で
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
対
策
を
し
っ
か
り
と

講
じ
た
上
で
実
施
し
よ
う
と
し
て
も
、

様
々
な
意
見
か
ら
中
止
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
事
も
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
う
し
た
、
正
解
が
な
い

上
に
、
個
々
の
考
え
方
や
危
機
感
が
異

な
る
中
で
の
決
断
に
、
苦
し
さ
や
難
し

さ
を
感
じ
て
心
が
モ
ヤ
モ
ヤ
し
て
い
る

方
も
少
な
く
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
不
安

な
気
持
ち
や
警
戒
心
に
上
乗
せ
さ
れ
る

「
コ
ロ
ナ
が
な
け
れ
ば
生
ま
れ
な
か
っ

た
感
情
や
不
信
感
」
で
疲
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
方
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

徹
底
し
た
コ
ロ
ナ
対
策
と
は

　

日
々
、テ
レ
ビ
や
告
知
放
送
で
は「
徹

底
し
た
コ
ロ
ナ
対
策
」
が
呼
び
か
け
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う

な
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。
一
言
に

「
徹
底
」
と
い
わ
れ
て
も
人
そ
れ
ぞ
れ

で
捉
え
方
は
異
な
り
ま
す
。
主
に
、
マ

ス
ク
着
用
や
手
洗
い
の
徹
底
、
３
密
の

回
避
、ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス（
身

体
的
距
離
の
確
保
）
に
つ
い
て
啓
発
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
そ
れ
ぞ
れ
の
状

況
に
応
じ
て
気
を
付
け
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

　

先
月
区
長
文
書
で
、「
長
野
県
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
手
帳
」
が
配
付

さ
れ
ま
し
た
。
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多

い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
手
帳
に
は
、

コ
ロ
ナ
の
症
状
や
感
染
防
止
策
の
詳

細
、
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た
と

き
の
対
応
等
に
つ
い
て
具
体
的
に
記
さ

れ
て
お
り
、
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
ら

よ
い
か
を
示
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
だ
け
で
な
く
、
体
調
や
行
動
が
記
録

で
き
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
活
用
い
た
だ
き
、
行
動
の
管
理

や
履
歴
、
体
調
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

心
の
声
に
耳
を
傾
け
て

　

コ
ロ
ナ
の
感
染
防
止
を
徹
底
す
る
だ

け
で
な
く
、
心
の
ケ
ア
も
忘
れ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
多
く
の
方
が
、
感
染
力
が

強
い
上
に
特
効
薬
の
な
い
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
、
不
安
な
気
持
ち

を
抱
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

病
気
に
対
す
る
不
安
と
誹
謗
中
傷
は

紙
一
重
の
と
こ
ろ
で
隣
り
合
わ
せ
に
あ

る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
で

報
道
さ
れ
て
い
る
、
感
染
者
や
帰
省
者

に
対
す
る
誹
謗
中
傷
を
す
る
人
た
ち

も
、
も
し
か
し
た
ら
そ
ん
な
不
安
な
気

持
ち
か
ら
行
動
し
て
し
ま
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

自
分
や
家
族
を
守
り
た
い
一
心
で
起

こ
る
警
戒
心
や
不
安
は
、
誰
も
が
感
じ

て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
不
安
や
警
戒
心

の
高
ま
り
か
ら
、「
栄
村
に
入
っ
て
く

る
な
」
と
イ
ラ
イ
ラ
を
感
じ
て
し
ま
う

方
も
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
イ
ラ
イ
ラ

し
た
気
持
ち
で
相
手
に
対
し
て
攻
撃
的

な
発
言
や
態
度
と
い
っ
た
行
動
を
す
る

こ
と
が
誹
謗
中
傷
や
差
別
に
な
る
の
で

す
。

　

も
し
イ
ラ
イ
ラ
を
感
じ
た
と
き
は
、

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
一
息
つ
い
て
、
ど

う
し
て
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
の
か
を
自

分
の
心
に
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
自
分
が
不
安
に
感
じ
て
い
る
こ
と

を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
自
分
自
身

の
行
動
や
言
動
、
そ
し
て
心
境
を
様
々

な
角
度
か
ら
見
て
み
る
の
も
良
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
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米
ぬ
か
ペ
レ
ッ
ト
を
田
ん
ぼ
に
散
布
し
て
み
た

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
不
安
や
警
戒

心
か
ら
起
こ
る
３
つ
の
感
染
症
と
し

て
、「
病
気
」「
不
安
」「
差
別
」
を
挙

げ
て
い
ま
す
（
右
図
）。
赤
十
字
社
で

は
、
こ
の
3
つ
の
感
染
症
を
防
ぐ
た
め

に
、
一
人
ひ
と
り
が
感
染
予
防
策
を
徹

底
す
る
こ
と
、
自
分
の
心
の
変
化
に
気

づ
き
冷
静
に
な
る
こ
と
、
ウ
イ
ル
ス
に

関
す
る
情
報
を
制
限
し
て
距
離
を
置
く

時
間
を
確
保
し
、
心
地
よ
い
環
境
を
整

え
る
こ
と
、
こ
う
し
た
一
人
ひ
と
り
が

で
き
る
こ
と
を
行
い
、
み
ん
な
が
一
つ

に
な
っ
て
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
断
ち
切

る
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

今
、「
私
」
に
で
き
る
こ
と

　

村
内
の
い
く
つ
か
の
集
落
で
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
の
行
動
に
つ
い
て
話
し
合
い

を
行
い
、感
染
拡
大
地
域
と
の
往
来（
帰

省
を
含
む
）
を
控
え
る
こ
と
や
誹
謗
中

傷
を
し
な
い
こ
と
等
を
集
落
全
戸
の
約

束
事
と
し
て
決
め
た
と
聞
き
ま
し
た
。

集
落
で
決
め
た
み・

ん・

な・

の・

約・

束・

を
一
人

ひ
と
り
が
守
る
こ
と
で
、
集
落
全
体
を

守
る
行
動
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
行
動
は
安
心
や
信
頼
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

幸
い
栄
村
で
は
、
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
者
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
（
８

月
26
日
現
在
）。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
は

全
国
各
地
に
拡
が
り
、
い
つ
誰
が
コ
ロ

ナ
に
感
染
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況

で
す
。
い
ず
れ
栄
村
で
も
コ
ロ
ナ
が
発

生
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
栄

村
は
小
さ
な
村
で
す
。
村
民
一
人
ひ
と

り
の
意
識
や
行
動
、
存
在
そ
の
も
の
が

集
落
の
自
治
や
活
気
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
ま
す
。
万
が
一
栄
村
で
コ
ロ
ナ
が

発
生
し
て
も
、安
易
な
発
言
に
注
意
し
、

不
確
か
な
情
報
を
拡
散
し
な
い
、
差
別

的
な
言
動
に
同
調
し
な
い
こ
と
を
一
人

ひ
と
り
が
し
っ
か
り
と
心
が
け
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
非
難
す
る
の
で
は
な

く
、
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
、
冷
静

な
対
応
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

３
つ
の〝
感
染
症
〟は

ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る
の
？

こ
の
〝
感
染
症
〟
の
怖
さ
は
病
気
が
不
安
を

呼
び
、
不
安
が
差
別
を
生
み
、
差
別
が
更
な
る

病
気
の
拡
散
に
つ
な
が
る
こ
と
で
す
。

①未知のウイルス
でわからないこと
が多いため不安が
生まれる

②人間の生き延びよう
とする本能によりウイ
ルス感染にかかわる人
を遠ざける

③差別を受けるのが怖く
て熱や咳があっても受診
をためらい、結果として
病気の拡散を招く

第１の“感染症”
「病気」

第２の“感染症”
「不安」

第３の“感染症”
「差別」

負のスパイラルで“感染症”が拡がる

　

7
月
号
で
紹
介
し
た
米
ぬ
か
ペ

レ
ッ
ト
を
、
実
際
に
水
田
に
撒
い

て
効
果
を
実
験
し
て
み
ま
し
た
。

　

３
年
ほ
ど
除
草
剤
を
使
っ
て
い

な
い
水
田
で
、
毎
年
水み

な

口く
ち

を
中
心

に
び
っ
し
り
ヒ
エ
の
発
生
し
た
場

所
に
、
撒
い
て
み
ま
し
た
。

　

今
年
は
代
掻
き
を
３
回
行
い
、

深
水
に
し
た
効
果
も
あ
り
、
ヒ
エ

は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。た
だ
、

コ
ナ
ギ
・
オ
モ
ダ
カ
な
ど
の
雑
草

に
は
ま
だ
ま
だ
研
究
が
必
要
の
よ

う
で
す
。

上段 昨年　 下段 今年

出典：日本赤十字社

　緊急事態宣言以降、一気に押し寄せた自粛ムードに
よって、さみしさを感じていませんか？しかし、もの
は考えようで、コロナ禍でもできることはあります。

いつもは慌ただしかったお盆
　　→お祭りが中止になってさみしい気持ちもあるけ

ど、今年はゆっくりと過ごすことができたと感
じている方もいるのではないでしょうか。

コロナでどこにも遊びに行けない
　　→断捨離や模様替えをするチャンスです！
　　→やってみたかったことに挑戦できる！
　　→お金を貯めるチャンス！終息した時のために貯

蓄と計画で楽しみを作りましょう。

　コロナ禍を逆手にとって、できないことを考えるの
ではなく、今できていることを認め、できそうなこと
に目を向けましょう。過度に警戒しすぎず、マスク着
用、ソーシャルディスタンス、手洗い手消毒、換気を
行えれば集える活動もあります。一人ひとりが「うつ
らない」（自分を守る）行動をするだけでなく、誠実
さを持って、「うつさない」（周囲を守る）、「ひろげな
い」（地域を守る）ための行動にも心がけて、安心し
て集える環境を整えることも大切です。

withコロナ時代！
できることを探る
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地域史料保全有志の会
鈴木 努（通称：ど先生）
イラスト作成：佐藤洋平

　

こ
の
夏
は
残
暑
の
季
節
か
ら
が
暑

く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
ろ
そ
ろ
猛
暑

も
や
や
衰
え
を
見
せ
て
き
ま
し
た
。

お
元
気
で
お
過
ご
し
で
す
か
。

（
漢
詩
や
漢
文
）
や
経
学
（
儒
教
の
経
書
の

研
究
）
を
修
学
し
た
人
物
で
す
か
ら
、
塾
で

は
儒
学
の
講
義
や
詩
賦
（
韻
文
を
作
る
こ

と
）、
作
文
（
漢
詩
を
作
る
こ
と
）
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

広
瀬
信
が
買
っ
た
本
も
塾
で
の
学
問
に
合

せ
た
も
の
に
な
り
ま
す
。
領
収
書
に
は
本
を

買
っ
た
日
付
と
書
名
が
こ
ん
な
具
合
に
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
　

十
月
三
日
、
三
十
五
銭
、「
文
選
字
引
」

　
　

十
一
月
十
八
日
、
三
円
二
十
五
銭
、「
四

書
輯
疏
」

　
　

同
、
七
十
五
銭
、「
廿
七
松
堂
文
集
」

　
　

十
二
月
二
日
、
七
十
五
銭
、「
今
世
名

家
文
鈔
」

　
　

同
、一
円
四
十
五
銭
、「
暦
代
詩
学
精
選
」

　
　

〆
金
六
円
五
十
五
銭
請
取

　

領
収
書
は
信
が
西
軽
塾
を
退
塾
し
た
十
二

月
二
十
日
付
け
な
の
で
、
彼
は
帰
省
に
合
せ

て
本
代
を
精
算
し
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま

す
。
ま
た
広
瀬
信
は
一
時
期
、
信
造
と
名
乗

っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
本
屋
の
名
前
は
地
蔵

坐
町
の
伊
丹
屋
藤
吉
と
あ
り
ま
す
。

　

信
が
買
っ
た
本
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

「
文
選
字
引
」は
別
名「
音
韻
授
幼
文
選
字
引
」

と
も
い
い
、「
授
幼
」
と
あ
る
よ
う
に
初
心

者
向
け
の
漢
字
の
読
み
方
辞
典
で
す
。
享
保

　

前
回
は
、
広
瀬
信
が
学
ん
だ
西
軽
塾
の
こ

と
を
お
話
し
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
紹
介
し

た
信
が
、
退
塾
に
当
た
っ
て
受
け
取
っ
た
精

算
書
は
、
書
籍
代
の
領
収
書
や
旅
費
の
書
上

げ
な
ど
と
一
緒
に
巻
き
込
ん
で
あ
り
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
西
軽
塾
関
係
の
文
書
の
よ
う

で
す
。
今
回
は
そ
の
う
ち
書
籍
代
の
領
収
書

を
紹
介
し
、
こ
と
が
分
か
る
か
み
て
み
ま
し

ょ
う
。

　

西
軽
塾
を
主
催
し
た
遠
藤
軍
平
は
詩
文

期
ご
ろ
に
小
野
洞
明
と
い
う
人
が
著
わ
し
ま

し
た
。
か
な
り
広
く
使
わ
れ
た
辞
書
で
、
明

治
時
代
に
も
新
版
が
出
て
い
ま
し
た
。「
四

書
輯
疏
」
は
天
保
十
五
年
に
安
部
井
帽
山
が

書
い
た
儒
教
の
四
書
の
解
説
書
で
、
儒
学
の

初
心
者
向
け
に
、「
大
学
」
な
ど
の
儒
書
の

章
句
が
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
き
た
か
、

古
今
の
諸
説
を
収
集
し
た
註
を
付
け
た
も
の

で
す
。
全
二
九
巻
あ
り
、
値
段
も
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。「
廿
七
松
堂
文
集
」
は
一
七
世

紀
の
清
の
文
学
者
・
思
想
家
だ
っ
た
廖
燕
の

著
作
で
す
。
科
挙
制
度
や
当
時
の
儒
学
を
批

判
す
る
論
説
な
ど
を
ま
と
め
た
本
書
は
、
幕

末
に
日
本
に
紹
介
さ
れ
て
人
気
を
博
し
ま
し

た
。
一
六
巻
十
冊
あ
り
ま
す
が
、
人
気
の
有

る
本
で
発
行
数
が
多
か
っ
た
の
か
、
あ
ま
り

高
値
は
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。

　
「
今
世
名
家
文
鈔
」
は
妙
円
寺
の
僧
侶
・

月
性
が
、
一
九
世
紀
前
半
に
活
躍
し
た
儒
学

者
の
篠
崎
小
竹
・
斉
藤
拙
堂
・
坂
井
乕
山
・

野
田
笛
浦
が
撰
じ
た
序
文
や
書
簡
な
ど
を
集

録
し
た
も
の
で
、
嘉
永
四
年
に
編
纂
さ
れ
ま

し
た
。
月
性
は
周
防
の
生
ま
れ
で
吉
田
松
陰

や
頼
三
樹
三
郎
と
も
親
交
が
あ
り
、
攘
夷
論

や
海
防
論
を
唱
え
て
海
防
僧
と
呼
ば
れ
た
人

物
で
す
。「
暦
代
詩
学
精
選
」は
内
山
牧
山（
藤

原
良
国
）
が
嘉
永
五
年
に
上
梓
し
た
、
漢
詩

を
作
る
際
の
参
考
書
で
す
。「
詩
歌
の
最
要

は
趣
向
に
あ
り
」
と
し
て
、
楊
柳
・
桃
花
な

ど
季
節
や
事
物
を
表
現
す
る
言
葉
や
漢
詩
で

の
使
用
例
を
集
録
し
て
あ
り
ま
す
。

　

日
付
を
追
っ
て
行
く
と
、
色
々
面
白
い
こ

と
が
想
像
で
き
ま
す
。
信
が
九
月
十
九
日
に

広
瀬
信
の
買
っ
た
書
籍
の
領
収
書

（
広
瀬
博
明
家
文
書
）

入
門
し
て
か
ら
最
初
に
買
っ
た
の
が
、
当
時

最
も
普
及
し
て
い
た
漢
字
の
字
引
で
し
た
。

お
そ
ら
く
最
初
は
本
な
ど
を
用
意
せ
ず
、
塾

の
図
書
を
使
っ
た
り
他
の
塾
生
か
ら
借
り
て

過
ご
す
う
ち
に
、
必
要
な
本
を
そ
ろ
え
て
い

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
入
門
二
か
月
め
に
初
心

者
向
け
の
儒
書
の
解
説
書
や
評
判
に
な
っ
た

評
論
書
を
買
い
、
講
論
の
勉
強
に
備
え
た
よ

う
で
す
。
三
か
月
目
に
は
文
例
集
や
作さ

く

文も
ん

の

参
考
書
を
買
い
、
い
よ
い
よ
自
分
で
漢
詩
な

ど
を
書
く
よ
う
に
な
る
、
こ
ん
な
感
じ
で
信

の
学
問
の
進
み
具
合
を
窺
え
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す

あ
ー
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
か
　
〜
ど
先
生
の
栄
村
昔
語
り
〜
　
其
の
四
十

『
私
塾
に
学
ぶ
二
』
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図書室だより

新着図書の紹介

栄村が登場する書籍の紹介 話 題 の 本
『山のちょうじょうの木のてっぺん 』
(最上一平・作/有田奈央・絵)

　にしやんの飼い犬、ごん
すけが死にそうな事に友達
のいがらしくんが興味を持
って…子供が身近な死を考
え受け止めていく様子を描
いたお話です。　　
　今年の全国課題図書低学
年推薦図書に選ばれまし
た。

『ペスト』(カミュ )
　アルジェリアのある都市を舞台に、疫病「ペ

スト」に立ち向かう医師や
町の人々の姿を描いた作品。
　今から70年前に描かれた
この物語の世界と、コロナ
禍の現代が似ていると、世
界で話題となっています。
様々な登場人物の言動や行
動が、私たちに何かを教え
てくれます。

敬老の日　読書のすすめ
　本は老若男女誰もが楽しめるものです。
　21日は敬老の日。読書推進運動協議会から、シニアに
お勧めの本も紹介されています。１日５分間の読書から
はじめてみませんか。
　読みたい本がある方は、公民館図書室（87-3118）ま
でお問い合わせください。

出典：公益社団法人　読書推進運動協議会

【一般図書】
君に読ませたいミステリがあるんだ（東川篤哉）／目を見て話せない（似鳥鶏）／細い赤い糸（飛鳥 高）／
逆ソクラテス（伊坂幸太郎）／夜警（赤川次郎）／暴虎の牙（柚月裕子）／生かさず、殺さず（日下部 羊）／
もういちどベートーヴェン（中山七里）／登り道 鳥甲山から産婦人科医へ（太田八千穂）／
首里の馬（高山羽根子）／破局（遠野 遥）／ 少年と犬（馳星周）／
栄村に栄えあれ　信州最北の村にたぎる人々の力（山口真一）／アウア・エイジ （岡本 学）／
女帝 小池百合子（石井妙子）／赤い砂を蹴る（石原 燃）／雲を紡ぐ（伊吹有喜）／逃亡者（中村文則）

【趣味・実用】
うおつか流 食べつくす! :  一生使える台所術（魚柄仁之助）／鉢で育てるブルーベリー（玉田孝人）
はじめての野菜づくり図鑑（北条雅章）／家庭でできるおいしいイチゴづくり（荻原 勲）他

★栄村図書室開放時間★
平　日　午前８時半～午後５時
土・日　午前９時～正午　　　
※祝日は休館します

★栄村図書室休館日★
９月19日㈯～22日㈫
４日連続でお休みします。
ご不便をおかけします。
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　兄弟仲良く、力を合わせて元気に大き
くなってね。

山田誠士さん・妙子さん宅（横倉）

食べることと
仮面ライダーが大好き！

凱
かい

士
と

くん（６才）

おおきく
な〜れ

砂
すな

子
ご

浩司さん（３４歳）長瀬
　大阪で生まれ、奈良で過ごしてきた私ですが、20代
後半から『自然』の中での暮らしに惹かれ、それから
何度も栄村を訪れました。念願がかなって、一昨年か
ら栄村に住んでいます。運転が好きなので、休みの日
は村内の景色を観て周ることが楽しみの１つです。ま
だまだ知らない栄村の魅力が沢山あると思っていま
す。栄村での暮らしに馴染みたいので、よろしくお願
いします。栄村社協で働いています。お気軽にお声を
かけてください。

廣瀬　純さん（37歳）森
  高校卒業後に東京へ行き、４年程前に栄村に帰って
きました。１３年も離れていたこともあり、故郷ではあ
るものの、しばらくはなんとなく慣れない日々を送っ
ていました。今は縁もあり、介護の仕事をさせてもら
っています。お年寄りとの会話は未だに発見があり、
勉強になります。
　最近健康のために果実酢を飲み始めたのですが、こ
れが思っていたよりも飲みやすく、今ではビールの代
わりに毎日飲んでいます。皆さんも是非お試しくださ
い。

　栄村には、塩漬けやみそ漬け、干し野菜とい
った、長い冬を食べつなぐための知恵がありま
す。皆さんは、どのようにして夏野菜を食べて
いますか？
　農協婦人部では、数年前までこの塩漬け野菜
を用いて『福神漬け』を生産販売していました。
当時活動していた方に伺うと、夏に採れたきゅ
うりやナスを３ヶ月程いい塩梅に塩漬けにし、
農作業を終えた11月頃に、塩に漬かったきゅう
りとナスをきざんで、塩ぬき、脱水をしたもの
に、農協婦人部の皆さんが各々に持ち寄った具
材（春に山で収穫したこごみの他、舞茸、生姜、
塩漬けにしたなめこ、人参）を加えて、醤油、
砂糖、みりん、酢等で味をつけ、煮て調理した
と教えてくれました。
　食べきれない夏野菜をもったいなく感じなが
ら捨ててしまうこともありがちですが、採れす
ぎた野菜を保存しておくことで、自宅で楽しむ
だけでなく、農協婦人部のように商品化につな
げることもできます。昔からの知恵を暮らしに
生かして、今から夏野菜を保存してみませんか。

（西部編集委員　齋藤）

おばあちゃんの
知恵袋
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越智の江戸日記
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こ
の
所
、
猛
暑
で
栄
村
で
も
暑
い
夏
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
？
今

年
は
、
熱
中
症
や
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
で
四
苦

八
苦
の
毎
日
で
す
ね
。
と
こ
ろ
で
、
今
年
の
お

盆
は
例
年
に
な
い
静
か
な
お
盆
で
し
た
ね
。
田

舎
に
帰
省
出
来
な
く
て
、
同
じ
県
内
に
住
む
、

息
子
や
娘
だ
け
帰
っ
て
来
た
と
い
う
家
が
多
か

っ
た
で
す
よ
ね
。
祭
り
も
中
止
や
神
事
だ
け
の

所
も
あ
り
、
い
つ
も
と
違
う
お
盆
だ
っ
た
よ
う

で
す
ね
。
早
く
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
収
束
し
て
、

来
年
は
い
つ
も
通
り
の
お
盆
に
し
た
い
も
の
で

す
ね
。
そ
う
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、
日
々
の
コ

ロ
ナ
対
策
を
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！　
　

編
集
後
記

今月の一句 〜栄村俳句会〜

美

　先日東京の下北沢に店舗を構える、「発酵デパ
ートメント」というお店に行ってきました。発酵
食品の販売や食事（予約制）もできる、発酵につ
いては何でもござれの店でした。そこで、初めて
食べたのが味噌玉から作った味噌です。なんでも
木曽の方の味噌蔵で昔から売られているそうで
す。野菜につけてそのまま食べるとチーズに似た
風味でとてもおいしかったのですが、店の方に聞
いたところ、味噌汁にすると臭くなってあまり合
わないのだとか。
　以前、栄村で味噌玉味噌について聞いたとき、
「味噌玉の時にアオカビとかも一緒になってるせ
いか、臭くてあんまり好きじゃなかった」といっ
た方がいたのですが、そもそも味噌玉味噌は味噌
汁に合わないものだったのでしょうか…？作り方
を聞いたところ、味噌玉を作り、カビが生えるま
で干し、その後、塩と麹を混ぜるということなの
で栄村の味噌玉味噌と大体同じはず。しかも近年
だんだんと売れてきているそうです。ぜひ作って
みたい！と思うと同時にこれは村産加工品の新し
い可能性ではないかと思った一幕でした。

　長野県北部地震をきっかけに始まった、栄中学校花
壇の育成活動支援も今年で10年目を迎えています。
　花壇を整備してくださっているのは、オープンガー
デンオブ信州（以下OGS）のみなさん。栄村に勤務
をしたことのある会員、清水さんの思いでこの活動が
始まり、現在でも体育館と池の間にある花壇を整備し
ていただいています。毎年春と秋の２回お越しいただ
き、夏花と春花を咲かせるための手入れをしてくれて
います。
　OGSの活動は、ガーデニングを趣味とする方が手
掛けるガーデンをたくさんの方に見ていただくこと、
そして、ガーデニングについて学び合うことを目的と
しています。長野県内からスタートしたこの活動も、
現在では北海道や九州からも会員登録があるなど広が
りを見せているようです。代表を務める稲葉さんは、
サンクゼール（飯綱町）や善光寺近くの八十二銀行も
手掛けている方ですので、もしかしたら皆さんも目に
触れたことがあるかもしれません。関心のある方はぜ
ひ栄中学校へおでかけください。素敵なイングリッシ
ュガーデンが栄中学校の敷地を彩っていますよ。

栄中学校の
イングリッシュガーデン






